
地（知）の拠点整備事業 
シンポジウム 

 
～地（知）の拠点整備から地方

創生へ～ 

高知県中小企業家同友会 
事務局長 川竹大輔 



1. 中小企業家同友会 
   とは？ 



1.1 会の紹介 
中小企業の経営者・役員が、お互いの知識と
経験を交流し、自社の近代化と強靭な経営体
質づくりをめざす団体です。 
 

支部例会 県例会 



1.2 同友会理念 
□ 同友会の三つの目的 
 良い会社、良い経営者、良い経営環境 
 
□ 自主・民主･連帯の精神  
 
□ 国民や地域と共に歩む中小企業 
 



1.3 会勢と全国組織 
全国４７都道府県に独立した各県同友会があ
り、全国連携組織として、「中小企業家同友会
全国協議会（中同協）」を設けています。 
 

全国大会 
全国：4万４千名 
高知：220名
（1986年設立） 



2. 高知同友会の概要 



2.1 高知の支部 

安芸支部 
芸西村以東 

高知支部 
香南市以西 



2.2 高知の委員会 

・経営労働委員会 
・政策企画委員会 
・広報・情報化委員会 
・ディーセントワーク
（障害者）委員会 
 
「高知らしい食品研究会」 
では、土佐ＦＢＣ卒業生と 
連携した例会を開催。 

経営指針研究会 

役員研修会 



2.3 高知同友会の学びの体系 
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３．自己紹介 
• ＹＯＳＡＫＯＩソーラン祭りの学生創設メンバー 
  道庁・県北海道事務所・企業の応援で実現。 
• 津市では大学生と夏の商店街イベント開催。 
• 高知県庁特別職知事秘書 
  知事への学生インターン導入を提言。 
  県で地域支援企画員制度づくりに参加。 
• 中小企業家同友会事務局 
  地元の中小企業を知る講座を、27年度後 
  期に高知大学で計画中。  



高知の中小企業を知る講座授業計画 
         県内の中小企業の現状と展望を理解する 

 
 

27年度後期（10月から）の授業 
ベテラン経営者、青年・女性経営者、社
員と経営者などの講師に中小企業の多
彩な姿を知ってもらう。 
これからの進路を地域の足元から考え
て担う人材を育てる。 

 



２０１５年新春交礼会(1月27日夜) 
地方創生における大学の役割 
～課題先進県の再生を目指して ！～  
            ●講師 受 田 浩 之 氏 
     
  
 

 
 

  
 100人以上のメンバーが講演を聞き、 
 １２テーブルに分かれ、 
 「大学に何を期待し、大学との係わりをどうい 
 かせると思いますか」をテーマに討論。 



参加者の感想文より 
• ＫＩＣＳは地域交通でも地域、運行会社、大手
のノウハウを取りまとめる役割を期待したい
（３０代 経営者） 

• 地域の宝を大学で発掘してほしい（３０代 
経営者） 

• とにかくチャレンジし、前向きに取り組んでい
る姿勢を共にしたい（４０代 経営者） 

• 嶺北地域で大学のサテライトオフィスがある
と知らなかった。関係をもちたい（４０代 経
営者） 

• 紙業界として地域協働学部には期待したい
し、何ができるか考えたい（４０代 経営者） 



参加者の感想文より 

• 高知は田舎だから仕方ないといった負け組
の議論が大勢なので、その流れを一緒に変
えてもらいたい（４０代 経営者） 

• 中小企業と大学が連携して、学生たちにい
ろんな地域の企業の実情を知っていただき
たい（５０代 経営者） 

• 大学生が高知に就職する流れをつくりたいと
期待でワクワクしている（５０代 経営者） 

• 企業と学生、地域と学生の相互理解を進め、
県内就職率アップをしたい（３０代 教員） 
 



参加者の感想文より 

• 企業と学生、大学が共にオープンにすること
で歩み寄っていきたい（２０代 会社員） 

• 他県出身で高知大学卒業生として、大学と
地域の連携はうれしいです。ただ、中小企業
と大学の学生の結びつきはまだ弱い感じが
するので、何ができるか考えてみたい（３０代 
会社員） 

• 高知大学のすばらしい取り組みを高校生・中
学生の自分の子どもに伝えたい（４０代 会
社員） 
 



参加者の感想文より 

• 顕在化した課題の背景と真因を追及して潜
在的な課題発見に努め、大学の強みである
調査分析力をいかした展開を進めてほしい
（３０代 団体職員） 

• 理論と実践を共存できる取り組みが進むよう
手伝いをしたい（３０代 団体職員） 

• 小さく動いても誰も気づかないので、大学の
ブランドを高め、広報も企画も大きく広げるこ
とを意識してほしい（３０代 専門職） 
 



参加者の感想文より 

• 大学への期待は大きいが、県内の高校生に
情報が伝わっていないように現場を見て思う
ので、有効な宣伝をしていってほしい（４０代 
専門職） 

• 説明会だけではどんな企業が高知にあるか
分からないので、企業と交流できる会にもっ
と参加をしたい（２０代 学生） 

• 大学生たちに企業診断をしてもらうような仕
掛けで企業と学生の距離を縮めたい（40代 
事務局） 
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